
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月の予定                             開館時間：午前 10 時～午後 4 時 

日 月 火 水 木 金 土 
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休館日  

   

 
 

コンシェルジュ 
（要予約） 

10:30～12:00 
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 保健師さん 
10:30～12:00 
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休館日 
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休館日 
 

 

  ＊祝日も通常通り開館しています。 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園に赤や黄、オレンジの落ち葉が姿をみせるようになり、お散歩が一段と楽しい季節となりました。新型コロナ

ウイルス感染症の予防のため様々な制限付きの開館となってからすでに４か月が経ちました。その制限の一つにお

もちゃがあります。再開してすぐの頃の利用者さんは、わずかしか置いていないおもちゃを見て、戸惑われたことと

思います。          

ところが子どもたちは、そのわずかなおもちゃから様々な遊びを作り出しています。時には私たちの想像を超える

遊びが展開され、とても感心させられます。例えば、小さなフープを使った遊びです。親子で、滑り台を使っていろ

いろな転がし方を試してみたり、どんどん積み上げて倒したり、フープを荷物に見立てて宅急便ごっこをしたり、キ

ッチンコーナーではパンケーキに変身したり、プラザにあるすべてのフープを使って棚を飾りつけたりと様々な遊

びが繰り広げられています。 

お家の方がお子さんの視点に合わせて楽しく遊んでいるからこそ、お子さんたちは想像力を膨らませ、工夫して様々

な遊びを作り出せるのだと思います。 

また、月齢の低いお子さんはおもちゃが少ないことで、自らの体を使って遊ぶハイハイやよちよち歩きに磨きがか

かっています。 

時々お母さん方から「子どもとの遊び方がわからない」と相談を受けることがあります。そんな時は、子どもの視

点に合わせるだけで、身近なものでもきっと魅力的なおもちゃに早変わりしますよ。例えば、単なる布でも、手触り

を確かめたり、揺らしたり、いないいないばあをしたり、頭に乗せて落としたり、手に隠したりと様々なことができ

ます。ぜひお子さんと一緒に工夫して遊びを楽しんでみてください。 
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私は「子どもプラザ」で毎週火曜日の午後ボランティアをしています。今年はコロナ禍のため、３月中

旬で「子どもプラザ」は閉鎖され、６月中旬より予約制で再開されましたが、ボランティアは今もできま

せん。私は寂しい思いをしています。 

子どもプラザでお母さん達は、家事のことなど忘れて母と子だけの楽しい時間、ままごとをしたり、積

木をしたり、母と子がソファーに並んで座って絵本を読んだりなどと。多忙な日常の中にあって、「子ど

もプラザ」の母と子の時間は、かけがえのないものと思います。 

（西南学院大学 OB 教員ボランティア 堺太郎先生）                             

こんにちは。今月は、希少性についてお話しします。 

ダイヤモンドは、限られた場所から限られた量しか取れないため、高価になります。一方、道に落ちてい

る石は、どこにでもあるものなので、価値あるものとみなされません。価値が高いものは希少なものが多

いため、人間は希少なものは価値があると判断する傾向があります。この希少性の原理は、今、まさに私

が娘(7歳)に感じていることです。 

娘が小学 1年生の 1学期くらいまでは「本を読んで」とずっとせがまれて、面倒くさいな・・・と思うこ

ともありました。ところが、あまり気に留めていませんでしたが、だんだんと「本を読んで」という言葉

が少なくなり、今では全く言わなくなりました。先日「お母さんが本を読んであげる」と言って無理やり

本を読むと「自分で読んだほうが早い・・・」と言われました。「本を読んで」と言われることは、希少な

経験だったんですね。 

今の娘の言動は長く続かない、希少なことだ、と痛感した私は、とにかく今の娘を楽しまなければ、とい

う気持ちになっています。最近は、松田聖子さんの代表曲である「夏の扉」を一緒に歌って、 

踊って今の娘との時間を楽しんでいます。 

 

 

 

プラザ長を務めます柳澤さおりです。 
本学人間科学部で、社会心理学を担当しています。
娘とわいわいと大騒ぎの毎日を過ごしています。 

 

 

コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、 

全ての行事をお休みさせていただきます。 

 

 

◎ ご利用について 

 マスク着用、検温にご協力ください。 

 子どもプラザ内での食事はできません。（百年館 1 階も当面、飲食禁止） 

 利用人数を制限しておりますので、電話での事前予約が必要です。 

＜予約の受付時間＞ 

予約希望日の前日（前日が休館日の場合は、休館日前日） 10:00～16:00 

TEL：０９２－８４６－９２０７ 

＜利用時間＞ 

A) 10:00～12:00 

B) 13:00～15:00 

リレーコメント 

さおり先生の 「あわてんぼう母さんの月イチ日記」 

 

行事のご案内 

＊ この“せいなんだより”は、前月下旬（25 日頃）から“せいなん”で配布、また西南学院大学 HP にも

掲載しています。 

お 知 ら せ 


